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安曇野で暮らすチョウの食草つなげゲーム 



～安曇野で暮らすチョウの食草つなげゲームについて～ 
 
チョウの幼虫には決まった種類の植物だけを食べるものが多くいます。 
身近な種類でいうと「モンシロチョウ」はアブラナ科の植物を幼虫が食べます。 
アブラナ科で私たち人間に関わりが深いものにはキャベツやダイコンがあり、しばしばモンシロチョウの幼虫が食べ
てしまうことに悩まされることもあります。 
チョウが食べるこうした植物のことを「食草(しょくそう)」といいチョウが生きていくためにとても重要な役割を持っ
ています。 
 
現在チョウの暮らす環境は様々な問題を抱えています。 
開発で自然環境そのものが失われることはもちろん、管理がされなくなり土地が荒れることも一部のチョウにとって
は危機的な環境の変化を生んでいます。 
環境の変化は食草の消失につながり、チョウが子孫を繋いでいくことも難しくさせてしまいます。 
 
チョウが姿を消してしまうことも大問題ですが、チョウの幼虫は他の生き物の大事なエサになり成虫は植物の花粉を
媒介する役目もあることから他の生き物への影響も与えることになります。 
「チョウの食草つなげゲーム」というほんの一部ではありますが生き物同士の繋がりについて考えるきっかけになれ
ばとても嬉しいです。 

 
 

～遊び方～ 
チョウの幼虫が食べる植物を点でつないでみよう！ 
チョウの種類によって食べるものが違うよ(^^) 

ぬり絵もできるよ✍ 
(ヒント・答えは図鑑シートを見てね！一番下にも書いてあるよ！) 

答え：オオルリシジミ↔クララ ベニシジミ↔スイバ モンキチョウ↔アカツメクサ(同じくマメ科のクララも食草) ナミアゲハ↔カラタチ 
小学生３・４年生～向け 










